
　４月に開催した議会報告会で、市民の皆様からいただいたご意見
の中から、下記事項について６月に市長へ要望書を提出し、７月に
市長から回答がありましたのでご報告します。

市長へ要望
市ホームページの動画で情報を発信する場合は、手話通訳等をつけること
を要望します。

市長へ要望
本市の意思疎通支援者派遣制度の公費負担の範囲について、近隣市町の
状況や本市のコミュニケーションに関する他制度の状況を踏まえ、検討
されることを要望します。

お住まいはどこですか問
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議会報告会 参加者アンケート集計結果

　手話通訳者及び要約筆記者を派遣する意思疎通支援者派遣制度については、障害者差
別解消法の主旨に基づき、会議やイベント等の主催者が合理的配慮の提供として費用負

担することを基本原則としています。しかし、やむを得ない理由により、主催者負担による通訳者の設
置がなされない場合に、費用負担を聴覚障害者に求めるのではなく、公費により負担する制度となって
います。
　また、障害福祉に関する多くのサービスは、本人負担が原則１割負担であるものの、意思疎通支援者
派遣制度においては、本人負担は求めない制度となっています。
　この度、近隣市町の公費負担範囲の状況と比較しても大きな違い
はありませんでした。
　これらのことから、本市における意思疎通支援者派遣制度の公費
負担の範囲については、現在の基準を維持していきたいと考えます。

回　答

　現在、市ホームページに掲載している市政情報の発信を主な目的とした動画について
は、手話通訳やテロップ等をつけて発信しております。

　今回、議会報告会でご意見をいただいた方と市とで、発言さ
れた主旨をおたずねする機会を持ちましたところ、手話による
市政情報の発信機会の拡大を望まれていたため、現在、具体的
な内容や方法について検討し、準備を進めています。

回　答

手話

テロップ

議会報告会からの
お声を届けました

✤ 自己紹介は政党を明示すべき。三田市の予算について、最大の問題は何かを明確にし、各々の政党の
意見、考え方を整理して説明すべき。

✤ 特定の人の発言時間が多過ぎる。偏りすぎ（時間も回数も）。進行に工夫をしてほしい。

✤ 市当局の考え方、方針をもう少し具体的に聞きたい。

✤ 問題意識を持った市民の声を聞けて、新鮮だった。質疑に対する議員の回答を聞けたことも良かった。

✤ 回答は短く、簡潔にしてほしい。結局、結論がわからない。

✤ 内容の詳しい話は難しいと思います。身体障害者と聴覚障害者の関係の事、話しをしないことは残念
です。

✤ 5月GW入りの期間なので、市民は外出や旅行計画をしているので、参加人数が少ない。若者も少な
い。5月GWを外した日で開催してほしい。

✤ 初めて参加した。意見交換が良かった。来年は自分も何か質問したいと思っている。

✤ 資料の作成方法に問題があるように思う。数字をグラフ化するだけでは分かりにくい。また、用語も
特殊である。性質別とは何？等。

✤ 市民参加者が少ない。本当に市民に議会報告会に参加してもらいたいと思っておられるなら、もっと
もっとPRが必要ではないですか。

アンケート自由
意見

一部をご紹介し
ます。

4 SANDA CITY COUNCIL 5SANDA CITY COUNCIL


